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　第７回盛田幸妃杯少年野球大会が１０月９

日、１１日の両日、山村広場野球場他で行わ

れ近隣市町から１２チームが参加し、球児た

ちによる熱戦が繰り広げられました。鹿部

クラップーズは準決勝で大中山に敗れ３位

となりました。

第７回盛田幸妃杯少年野球大会　鹿部クラップーズ３位
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平成２２年第３回定例会の概要

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
介
護
保

２２

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
百
　６２

万
９
千
円
を
追
加
し
、
保
険
事

業
勘
定
の
予
算
総
額
を
２
億
４

千
４
百
３
万
８
千
円
と
し
ま
し

た
。
　
主
な
内
容
は
、
平
成
　
年
度

２１

の
国
庫
支
出
金
の
精
算
に
基
づ

き
償
還
金
２
百
　
万
３
千
を
追

１１

加
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
後
期
高

２２

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
　
年
度
の
決

２１

算
剰
余
金
が
７
千
円
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
財
源
調
整
の
た
め
の

繰
越
金
９
万
３
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
予
算
額
を
３
千
７

百
　
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

４０
△
平
成
　
年
度
財
政
健
全
化
判

２１

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
の
決
算
数
値
を

２１

基
礎
と
し
、
算
出
さ
れ
た
健
全

化
判
断
比
率
に
つ
い
て
監
査
委

員
の
意
見
を
つ
け
て
議
会
へ
報

告
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
全
て
の
会
計

が
国
の
定
め
た
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
お
り
、
鹿
部
町
の
財
政
は

健
全
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

△
鹿
部
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
山
田
豊
司
氏
（
字
本
別
５
３

１
番
地
４
１
４
）、
正
村
正
廣

氏
（
字
宮
浜
　
番
地
２
）、
松
川

９４

明
弘
氏
（
字
本
別
　
番
地
）
以

７３

上
３
名
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

　
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◇
道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

【
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

　
財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

【
以
上
　
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

１０

　平成２２年第３回定例会は、９月１４日に招集され会期を４日間と決め町長の行政報告のあと、

３名の議員が一般質問を行いました。また、議案５件、認定６件、報告２件、同意３件、意

見書案１件の審議を行い、全て原案のとおり可決し会期を２日残して閉会しました。なお、

審議された議案の主な内容は、次のとおりです。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
　４１

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
　
億
百
　
万
１
千
円
と
し

２７

８９

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
国
税
連
携
シ
ス
テ

ム
の
構
築
及
び
改
修
費
用
２
百

　
万
６
千
円
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

９４ク
チ
ン
予
防
接
種
委
託
料
百
　８５

万
円
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
改
修

工
事
請
負
費
３
百
　
万
円
の
追

５０

加
が
主
な
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
国
民
健

２２

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
百
　６９

万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
９
億
３
千
７
百
　
万
９
千

８８

円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
平
成
　
年
度

２１

の
退
職
者
医
療
交
付
金
の
確
定

に
伴
い
償
還
金
３
百
　
万
６
千

６２

円
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
老
人
保

２２

健
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
平
成
　
年
度
の
決

２１

算
剰
余
金
　
万
４
千
円
を
平
成

１２

　
年
度
へ
繰
入
し
、
歳
入
歳
出

２２の
予
算
総
額
を
百
　
万
４
千
円

６２

と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算

◎
報
　
告

◎
同
　
意

◎
意
見
書
の
提
出

○平成２２年度一般会計補正予算１，０４１万５千円を議決

　子宮頸がんワクチン予防接種委託料１８５万円、鹿部バイパス整備に伴うパークゴルフ場改修

工事請負費３５０万円等。

○平成２２年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予算３６９万８千円を議決

○平成２２年度介護保険事業特別会計補正予算２６２万９千円を議決

○鹿部町教育委員会委員３名の任命に同意

○平成２１年度決算認定４１億１，２２０万円を審査
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平成２１年度決算認定

平成２１年度各会計歳入歳出決算額

差引き額歳　　出歳　　入会　計　別

４０，５９６，８９８円２，８０６，７９５，５７３円２，８４７，３９２，４７１円一 般

▲７４，１９０，２６７円８９９，７９１，４６７円８２５，６０１，２００円国 保

１２５，９５９円１１，８３４，９９０円１１，９６０，９４９円老 人 保 健

６，４７９，４８０円２２２，２１９，８０４円２２８，６９９，２８４円介護（保　　険）

０円８２０，５９２円８２０，５９２円介護（サービス）

７，３７３円３３，１８９，６７０円３３，１９７，０４３円後期高齢者医療

２２，０３８，４１０円８３，８３０，６１５円１０５，８６９，０２５円水道（収益的収支）

▲４３，８７３，９１２円５３，７２２，９１２円９，８４９，０００円水道（資本的収支）

▲４８，８１６，０５９円４，１１２，２０５，６２３円４，０６３，３８９，５６４円合　　　計

※国保会計の不足額▲７４，１９０，２６７円については、翌年度歳入繰上充用金により補填されてい
る。また、水道事業会計（資本的収支）の不足額▲４３，８７３，９１２円は、当年度内部留保資金
３５，６６３，５８９円、消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，４０８，３５７円、建設改良費積立金の取
崩し６，４３１，９６６円及び減債積立金の取崩し３７０，０００円によって補填されている。

　
平
成
　
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
は
、
本
会
議
初
日
に
議
長
を
除
く
議
員
で
構
成

２１

す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
翌
日
開
催
し
た
同
委
員
会
で
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
い
ず
れ
の
会
計
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
委

員
長
報
告
が
な
さ
れ
満
場
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
各
会
計
の
決
算
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計歳入歳出決算内訳
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一

般

質

問

　
鹿
部
バ
イ
パ
ス
は
、
平
成
　２４

年
度
末
に
全
線
開
通
を
目
標
に

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
次
に
取
付
道
路
に
つ
い
て
は
、

前
々
か
ら
お
伺
い
し
て
お
り
ま

す
が
、
何
本
位
の
整
備
箇
所
を

考
え
て
、
そ
の
整
備
事
業
に
対

し
て
の
補
助
関
係
等
つ
い
て
も

お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
鹿
部
バ

イ
パ
ス
完
成
後
、
現
道
の
国
道

２
７
８
号
線
が
将
来
的
に
道
々

ま
た
は
町
道
に
な
る
の
か
の
協

議
の
進
捗
と
、
こ
の
エ
リ
ア
内

の
宮
浜
・
鹿
部
・
大
岩
地
区
の

歩
道
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

鹿
部
バ
イ
パ
ス
は
、
避
難
道
路

な
の
か
交
通
緩
和
の
た
め
の
道

路
で
あ
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

　
竹
ケ
原
議
員
の
一
般
質
問
に

お
答
え
致
し
ま
す
。

　
鹿
部
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

今
年
６
月
の
行
政
報
告
並
び
に
、

７
月
　
日
開
催
の
総
務
経
済
・

１６

民
生
文
教
常
任
委
員
会
合
同
所

管
事
務
調
査
で
鹿
部
バ
イ
パ
ス

の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
お

話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
初
の
ご
質
問
の
現
在
の
進

捗
状
況
で
す
が
、
ご
承
知
の
よ

う
に
、
大
岩
常
呂
川
か
ら
渡
島

リ
ハ
ビ
リ
ま
で
は
既
に
工
事
が

完
了
し
共
用
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
鹿

部
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
路

盤
改
良
工
事
が
３
８
０
ｍ
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
用
地
処
理
を
重
点

的
に
行
う
と
言
う
こ
と
で
、
職

員
４
班
編
成
で
用
地
交
渉
に
あ

た
っ
て
お
り
、
８
月
末
現
在
で

総
延
長
の
約
　
パ
ー
セ
ン
ト
の

８０

用
地
処
理
が
終
え
て
い
る
と
報

告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
二
点
目
の
バ
イ
パ
ス
と
接
続

す
る
町
道
の
取
り
付
け
箇
所
数

と
、
そ
の
整
備
事
業
に
対
し
て

の
補
助
関
係
に
つ
い
て
の
ご
質

問
で
す
が
、
計
画
と
し
て
は
、

９
路
線
で
、
バ
イ
パ
ス
工
事
と

し
て
は
、
取
り
付
け
道
路
の
前

後
　
ｍ
位
は
用
地
処
理
と
本
工

１０
事
を
開
発
局
で
実
施
致
し
ま
す

が
、
町
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
国
の
社
会
資
本
整
備
交

付
金
事
業
制
度
を
利
用
し
て
実

施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
点
目
の
鹿
部
バ
イ

パ
ス
完
成
後
の
現
道
の
国
道
２

７
８
号
の
所
管
の
問
題
で
す
が
、

開
発
局
で
は
北
海
道
と
道
道
移

管
に
つ
い
て
、
今
ま
で
正
式
な

協
議
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
工
事
完
成
が
早
ま
っ
た
こ

と
で
、
今
年
度
中
に
協
議
に
入

る
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
現
道
の
歩
道
整
備
で

す
が
、
時
あ
る
毎
に
要
望
は
致

し
て
お
り
ま
す
が
、
新
規
に
歩

道
整
備
と
な
る
と
用
地
幅
の
確

保
、
移
転
補
償
等
多
額
の
費
用

が
か
か
る
こ
と
か
ら
歩
道
整
備

は
困
難
で
あ
る
と
の
回
答
を
得

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
未
整
備
区
間

に
つ
い
て
は
、
安
全
の
確
保
の

た
め
、
今
後
と
も
強
く
要
望
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
最
後
の
鹿
部
バ
イ
パ
ス
は
、

議
員
ご
承
知
の
と
お
り
、
一
般

国
道
の
整
備
と
な
っ
て
お
り
、

結
論
か
ら
申
し
上
げ
て
「
交
通

緩
和
」
の
た
め
の
道
路
で
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
駒
ケ
岳
を
抱
え
る

当
町
と
し
て
の
要
望
は
、
平
成

に
入
っ
て
８
回
の
小
噴
火
を
数

え
て
い
る
こ
と
か
ら
住
民
が
安

全
・
安
心
し
て
避
難
で
き
る
避

難
道
路
と
し
て
国
に
要
望
し
て

参
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
効
果
が
あ
っ
て
、
昨
年
、

Ｂ
／
Ｃ
（
ビ
ー
バ
イ
シ
ー
：
事

業
に
投
じ
た
費
用
と
生
じ
る
効

果
の
比
率
）
で
一
時
凍
結
も
あ

り
ま
し
た
が
、
町
の
考
え
方
が

理
解
さ
れ
工
事
再
開
と
な
り
ま

し
た
。

　
以
上
、
竹
ケ
原
議
員
の
ご
質

問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま

す
。

■
鹿
部
バ
イ
パ
ス
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

　
（
質
問
者
）

竹
ヶ
原
公
勝
　
議
員

■
今
年
度
は
用
地
買
収
を
重

点
的
に
行
っ
て
お
り
、
８

月
末
現
在
で
総
延
長
の
　８０

％
の
用
地
処
理
を
終
え
て

い
る
。

■
取
付
道
路
は
９
路
線
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

■
完
成
後
の
移
管
の
問
題
で

す
が
開
発
局
で
は
、
今
年

度
中
に
北
海
道
と
協
議
に

入
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま

す
。

■
現
道
の
歩
道
整
備
は
、
困

難
で
あ
る
と
の
回
答
を
得

て
い
る
。

■
鹿
部
バ
イ
パ
ス
は
交
通
緩

和
の
た
め
の
道
路
で
す
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

一部供用開始されている鹿部バイパス（大岩常呂川付近）
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一

般

質

問

　
開
発
局
で
用
地
買
収
を
進
め

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
大
変
難

し
い
所
が
あ
る
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
計
画
し
て
い
る
取
付
道

路
以
外
に
、
新
た
に
新
設
す
る

箇
所
を
考
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
現
道
の
移
管
に
つ
い
て
今
後

の
見
通
し
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
国
が
避
難
道
路
と
し
て
位
置

付
け
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

現
在
の
計
画
で
は
大
岩
地
区
か

ら
海
岸
線
を
通
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
災
害
時
に
は
津
波

等
が
予
想
さ
れ
る
。
避
難
道
路

で
あ
れ
ば
旧
南
茅
部
町
の
バ
イ

パ
ス
と
つ
な
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
現
在
の
国
道
２
７
８
号
線
の

歩
道
で
す
が
鹿
部
・
宮
浜
地
区

は
歩
道
側
に
向
か
っ
て
傾
斜
が

あ
る
た
め
、
自
転
車
が
車
道
側

を
通
行
し
て
お
り
、
危
険
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
町
長
の
考
え

方
を
お
伺
い
し
た
い
。

　
ま
ず
用
地
買
収
が
困
難
を
極

め
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
開
発
建
設
部
の
方
で

は
こ
れ
か
ら
も
理
解
を
求
め
な

が
ら
鋭
意
努
力
し
、
今
年
度
中

に
あ
る
程
度
進
め
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　
新
た
に
新
設
す
る
取
付
道
路

に
つ
い
て
は
、
建
設
水
道
課
へ

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り

ま
す
が
、
整
備
す
る
に
し
て
も

膨
大
な
費
用
が
掛
か
り
ま
す
の

で
、
国
の
補
助
な
ど
を
含
め
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
道
の
移
管
で
す
が
、
今
年

度
中
に
協
議
に
入
る
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
道
々
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
言
う
事
を
強

く
要
望
し
て
参
り
た
い
。

　
国
の
仕
分
作
業
で
、
道
路
事

業
の
予
算
が
削
ら
れ
て
い
る
中

で
、
道
路
が
つ
な
が
る
か
ど
う

か
と
言
う
こ
と
は
今
の
時
点
で

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
開
発
建

設
部
の
方
に
最
終
的
に
南
茅
部

バ
イ
パ
ス
と
つ
な
げ
て
も
ら
う

よ
う
要
望
し
た
い
。

　
現
道
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
前
々
か
ら
要
望
し
て
お
り

ま
す
が
、
開
発
建
設
部
の
方
で

は
、
中
々
予
算
が
付
か
な
い
と

言
う
事
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　
行
政
一
般
事
務
に
パ
ソ
コ
ン

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
使

用
状
況
に
つ
い
て
４
点
ほ
ど
お

伺
い
し
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
ど
の
よ
う
な
業

務
に
活
用
し
て
い
る
か
。

　
２
点
目
は
、
全
職
員
が
パ
ソ

コ
ン
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
か
。

　
３
点
目
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
は
、

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
入
っ
て

い
る
か
。

　
４
点
目
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

等
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
。

　
以
上
４
点
に
つ
い
て
お
伺
い

致
し
ま
す
。

　
佐
藤
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
致
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
は
、
佐
藤

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
行

政
事
務
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
や
、
国
や
道
、
他
市
町
村

を
は
じ
め
、
民
間
企
業
と
の
事

務
処
理
に
お
い
て
も
、
ペ
ー

パ
ー
に
よ
る
書
類
の
や
り
取
り

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
す
べ
て

メ
ー
ル
と
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
よ

る
パ
ソ
コ
ン
で
の
事
務
処
理
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
そ
の
よ
う
な
中
で
の
当
町
の

状
況
で
す
が
、
先
ず
、
１
点
目
、

ど
の
よ
う
な
業
務
に
活
用
し
て

い
る
の
か
で
す
が
、
職
員
の
パ

ソ
コ
ン
活
用
に
つ
い
て
は
、
大

き
く
２
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
１
つ
は
、
職
員
各
々
が
日
常

の
事
務
処
理
で
活
用
す
る
も
の

で
、
隔
日
勤
務
と
な
る
消
防
職

員
と
幼
稚
園
教
員
を
除
き
、
一

般
事
務
職
員
に
は
、
一
人
１
台

の
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
て
お
り

ま
す
。

　
具
体
的
な
事
務
処
理
内
容
で

す
が
、
一
般
的
に
は
文
書
作
成

ソ
フ
ト
及
び
表
計
算
ソ
フ
ト
を

使
用
し
、
各
種
文
書
等
の
作
成

管
理
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

作
成
・
分
析
・
管
理
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
外
、
製
図

ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
の
図
面
作

成
や
地
図
管
理
ソ
フ
ト
を
利
用

し
た
地
図
情
報
管
理
等
、
専
門

的
な
業
務
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
総
合
行
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
係
る
活

用
で
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、
住

民
基
本
台
帳
、
税
金
、
各
保
険

制
度
、
健
康
管
理
、
公
営
住
宅

等
々
、
当
町
の
行
政
に
お
け
る

様
々
な
分
野
に
関
す
る
管
理
業

務
で
あ
り
、
基
本
的
に
こ
れ
ら

業
務
に
は
、
専
用
の
パ
ソ
コ
ン

が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
２
点
目
の
全
職
員
が

パ
ソ
コ
ン
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い

る
か
と
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
等
、
専
門
的
な
業
務
を
行
う

■
一
般
事
務
職
員
に
一
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
、

各
種
文
書
の
作
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
通
常
業
務
に
お
け
る
パ
ソ

コ
ン
操
作
に
つ
い
て
は
全

職
員
が
マ
ス
タ
ー
し
て
い

る
。

■
日
常
業
務
で
作
成
し
て
い

る
デ
ー
タ
等
、
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

■
全
職
員
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

竹
ヶ
原
公
勝
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
状
況
に

つ
い
て

　
（
質
問
者
）

佐
藤
　
頼
幸
　
議
員

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
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一

般

質

問

よ
う
な
レ
ベ
ル
は
、
情
報
業
務

担
当
者
の
み
で
あ
り
ま
す
が
、

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
通
常
業

務
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
操
作
に

つ
い
て
は
、
全
職
員
が
マ
ス

タ
ー
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
３
点
目
の
パ
ソ
コ
ン

に
入
っ
て
い
る
デ
ー
タ
保
管
に

つ
い
て
で
す
が
、
ご
質
問
に
あ

る「
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
か
？
」

と
言
わ
れ
れ
ば
前
述
し
て
い
る

日
常
業
務
で
作
成
管
理
し
て
い

る
デ
ー
タ
と
な
り
、
一
般
文
書

や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
々
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　
な
お
、
基
本
的
に
各
職
員
が

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
個
々
の

パ
ソ
コ
ン
で
管
理
す
る
も
の
で

は
な
く
、
電
算
室
に
配
備
し
て

い
る
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
に
保

存
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
日
々
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
い
停
電
事
故
や
ウ
イ
ル
ス
等

で
デ
ー
タ
ー
が
失
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
４
点
目
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
開
催
状
況
で
す
。

　
基
本
的
に
は
パ
ソ
コ
ン
の
入

れ
替
え
を
行
っ
た
際
の
各
種
ソ

フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

合
わ
せ
、
全
職
員
を
対
象
と
し

て
使
い
方
に
関
し
て
の
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催
状
況

で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
入
れ
替
え

時
の
平
成
　
、　

年
度
に
各
２

１５

１６

回
及
び
本
年
８
月
に
３
回
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
や
不
正
ア

ク
セ
ス
等
と
い
っ
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
問
題
に
関
し
て
、
全
職
員

を
対
象
と
し
て
研
修
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
管
理
職
、
一

般
職
、
新
規
採
用
職
員
、
情
報

担
当
者
の
コ
ー
ス
に
分
け
、
平

成
　
年
度
か
ら
毎
年
度
、
年
次

１４
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
佐
藤
議
員
の
ご
質
問

に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
全
職
員
が
マ
ス

タ
ー
し
て
い
る
と
言
う
事
は
分

か
り
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
ー
が
沢

山
入
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
議

会
等
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
込
ん
で
、

質
問
が
あ
っ
た
際
に
、
パ
ソ
コ

ン
か
ら
デ
ー
タ
を
取
り
出
し
答

弁
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
出

来
な
い
も
の
か
、
ま
た
何
年
で

パ
ソ
コ
ン
を
更
新
し
て
い
る
の

か
、
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
議
会
の
方
で
許
可
し
て
戴
け

れ
ば
パ
ソ
コ
ン
を
持
込
む
事
は

可
能
で
す
が
、
議
員
の
質
問
を

聞
き
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
を
操
作

し
て
デ
ー
タ
を
取
出
す
と
言
う

の
は
至
難
の
技
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
で
す

が
、
一
般
的
に
パ
ソ
コ
ン
の
減

価
償
却
は
４
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
平
成
　
年
に
導
入
し
た
パ
ソ

１５

コ
ン
を
平
成
　
年
に
更
新
し
て

２２

お
り
ま
す
の
で
、
実
際
７
年
間

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
　
年
か
ら
始
ま
っ
た
駒

５５

ケ
岳
山
麓
の
国
有
地
内
泥
流
対

策
事
業
も
、
今
年
度
の
工
事
を

も
っ
て
完
了
す
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
工
事
に
よ
っ

て
駒
ケ
岳
噴
火
な
ど
に
伴
う
土

石
流
は
、
３
つ
の
流
れ
に
ま
と

め
ら
れ
、
土
石
は
途
中
何
基
か

の
砂
防
ダ
ム
や
床
固
工
に
よ
り

留
め
ら
れ
、
水
だ
け
が
下
流
に

向
か
っ
て
流
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
土
石
流
の

誘
導
路
は
、
民
有
地
に
入
っ
た

地
点
付
近
で
姿
を
消
し
て
お
り
、

流
れ
込
ん
だ
水
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
失
っ
て
住
宅
地
に
流
れ
込

む
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
人
命
に
も
か
か
わ
る

焦
眉
の
問
題
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
町
長
は
そ
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
か
、

お
尋
ね
し
ま
す
。

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

佐
藤
　
頼
幸
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
駒
ケ
岳
土
石
流
対
策
に
つ

い
て

　
（
質
問
者
）

朝
井
　
翔
二
　
議
員

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

駒ケ岳演習場内に整備された床固工
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一

般

質

問

　
臨
　
時
　
会

　
朝
井
議
員
の
一
般
質
問
に
お

答
え
致
し
ま
す
。

　
駒
ヶ
岳
山
麓
の
砂
防
事
業
は
、

上
流
と
な
り
ま
す
国
有
林
内
で

砂
防
ダ
ム
や
床
固
工
等
を
計
画

的
に
実
施
し
て
お
り
、
国
有
林

内
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
継
続
さ
れ
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
、
７
月
　
日
開
催
の
総

１６

務
経
済
・
民
生
文
教
常
任
委
員

会
合
同
所
管
事
務
調
査
で
今
年

度
を
持
っ
て
工
事
を
終
え
る
と

報
告
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

鹿
部
町
が
受
託
事
業
と
し
て
行

っ
て
参
り
ま
し
た
自
衛
隊
の
駒

ヶ
岳
演
習
場
内
の
砂
防
工
事
で

あ
り
ま
す
。

　
駒
ヶ
岳
防
災
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
学
識
経
験
者
や
関
係
行

政
機
関
で
構
成
す
る
「
駒
ケ
岳

火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
砂
防

計
画
検
討
委
員
会
及
び
検
討
部

会
」
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
総
合
的
な
対
策
を
検
討

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
　
豪
雨
等
で
流
れ
出
る
流
水
は
、

年
数
の
経
過
に
よ
る
浸
透
能
力

の
回
復
と
国
有
林
及
び
演
習
場

内
に
設
置
さ
れ
た
砂
防
ダ
ム
、

床
固
工
等
で
、
最
近
の
短
時
間

に
集
中
さ
れ
る
大
雨
で
あ
っ
て

も
、
溜
水
力
が
発
揮
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の

よ
う
に
下
流
域
の
整
備
に
つ
い

て
は
必
要
と
言
う
事
で
前
々
か

ら
北
海
道
、
北
海
道
防
衛
局
と

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
課

題
事
項
が
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
粘
り
強
く
対
策
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
願

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
防
衛
庁
や
北
海
道
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
検
討
委

員
会
及
び
検
討
部
会
等
の
機
関

を
設
置
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
を
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

　
以
前
、
専
門
家
の
先
生
に
お

伺
い
し
ま
し
た
が
、
土
や
石
は

留
め
ら
れ
る
が
水
は
低
い
方
に

流
れ
る
と
言
う
事
で
し
た
。

　
最
近
は
、
入
山
規
制
が
緩
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
駒
ケ
岳

と
言
う
の
は
何
時
噴
火
す
る
か

分
か
ら
な
い
火
山
な
ん
だ
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
危
険
性
が
去

っ
た
と
言
う
訳
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
　
今
後
の
見
通
し
を
お
聞
か
せ

願
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
２
月
に
駒
ケ
岳
火

２０

山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
砂
防
計

画
検
討
委
員
会
及
び
検
討
部
会

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
検
討
委
員
会
が
延
べ
３
回
、

検
討
部
会
が
４
回
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
学
識
経
験
者
、

大
学
の
教
授
等
の
意
見
を
含
め

て
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
行
く

か
と
言
う
事
は
、
ま
だ
結
論
が

出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
駒
ケ
岳
演
習
場
内
の

第
一
期
工
事
は
終
了
と
な
り
ま

す
が
、
国
有
林
内
の
工
事
は
継

続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
の
計
画
に
つ
て
は
、

早
期
に
具
体
化
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
再
質
問
、
再
答
弁
に
つ
い
て

は
、
要
約
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
３
回
臨
時
会
は
、
７
月
　２８

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

７
月
　
日
付
け
で
専
決
処
分
し

２０

た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
　
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

７５
額
　
億
９
千
百
　
万
６
千
円
と

２６

４７

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
鹿
部
中
学
校
女
子

柔
道
部
の
中
体
連
全
道
大
会
出

場
に
伴
う
参
加
助
成
金
　
万
円
、

４５

鹿
部
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
改
修

工
事
に
係
る
実
施
設
計
委
託
料

　
万
円
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

３０△
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
工
事
名
】

　
駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防
止
対

策
工
事
（
押
出
沢
砂
防
工
事
そ

の
２
）

【
契
約
金
額
】

　
８
千
９
百
４
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
吉
・
亘
栄
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

△
車
両
購
入
契
約
の
締
結

　
内
容
は
除
雪
用
の
重
機
を
購

入
す
る
も
の
で
す
。

【
購
入
の
名
称
及
び
数
量
】

　
　
ｔ
級
除
雪
ド
ー
ザ
ー
１
台

１１
【
契
約
金
額
】

　
１
千
２
百
　
万
９
千
円

５７

【
契
約
の
相
手
方
】

　
北
海
道
川
重
機
株
式
会
社
函

館
支
店

△
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
道
内
　
箇
所
に
設

１４

置
さ
れ
て
い
る
支
庁
の
名
称
が
、

総
合
振
興
局
ま
た
振
興
局
に
変

更
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
議
会
の
議

決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

【
以
上
４
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

第第
３３
回回
臨臨
時時
会会

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

朝
井
　
翔
二
　
議
員

■
国
有
林
及
び
演
習
場
内
に

設
置
さ
れ
た
砂
防
ダ
ム
、

床
固
工
等
に
よ
り
、
溜
水

力
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
下
流
域
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
北
海

道
・
防
衛
局
と
協
議
し
な

が
ら
対
策
を
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

◎
承
　
認

◎
契
　
約

◎
そ
の
他
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臨
　
時
　
会

　
委

員
会
の
活
動

　
第
４
回
臨
時
会
は
、　

月
８

１０

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

９
月
　
日
付
け
で
専
決
処
分
し

２４

た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
　
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

２４
額
　
億
２
百
　
万
１
千
円
と
し

２７

１３

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
鹿
部
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
が
苫
小
牧
市
で
開
催
さ

れ
る
北
海
道
ユ
ー
ス
８
人
制
サ

ッ
カ
ー
大
会
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
』
の
出
場
権
を
得
た
こ
と
か

ら
参
加
助
成
金
　
万
円
と
送
迎

２１

バ
ス
運
転
手
の
旅
費
３
万
円
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
百
　４３

万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
　
億
６
百
　
万
９
千
円
と

２７

５６

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
補
修
工
事
費
２

百
　
万
円
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス
整

２０

備
に
係
る
町
有
地
の
立
木
処
理

委
託
料
百
　
万
８
千
円
の
追
加

５２

が
主
な
も
の
で
す
。

△
町
有
地
の
処
分
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス
の

本
線
用
地
と
な
る
山
村
広
場
の

一
部
を
函
館
開
発
建
設
部
へ
売

却
す
る
も
の
で
す
。

【
売
却
面
積
】

　
５
，
６
１
９
．　

㎡
、（
約
１
，

４３

７
０
０
坪
）

△
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
大
規
模
災
害
や
武

力
攻
撃
事
態
が
発
生
し
た
際
に
、

国
民
の
保
護
の
た
め
必
要
な
情

報
を
通
信
衛
星
と
市
町
村
防
災

行
政
無
線
を
利
用
し
、
住
民
に

伝
達
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
、

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
、

通
称
：
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

【
財
産
の
名
称
】

　
鹿
部
町
防
災
情
報
通
信
設
備

整
備
機
材

【
種
類
及
び
数
量
】

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
受

信
機
他
一
式

【
取
得
金
額
】

　
７
百
　
万
円

３５

【
以
上
４
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

◇
総
務
経
済
構
成
委
員

　
委

員

長
　
中
川
　
　
一

　
副
委
員
長
　
川
村
　
裕
司

　
委
　
　
員
　
伊
藤
　
辰
男

　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
頼
幸

　
委
　
　
員
　
竹
ヶ
原
公
勝

◇
民
生
文
教
構
成
委
員

　
委

員

長
　
浦
　
　
梅
吉

　
副
委
員
長
　
船
橋
　
敦
子

　
委
　
　
員
　
盛
田
　
鐵
次

　
委
　
　
員
　
朝
井
　
翔
二

　
委
　
　
員
　
野
田
　
重
毅

◇
調
査
事
項

　
駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防
止
対

策
工
事
に
つ
い
て

◇
調
査
実
施
日

　
平
成
　
年
７
月
　
日

２２

１６

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
、
提
出
さ
れ
た

関
係
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

◇
調
査
結
果

　
駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防
止
対

策
工
事
は
、
昭
和
　
年
か
ら
行

５６

わ
れ
平
成
８
年
３
月
の
水
蒸
気

爆
発
後
に
防
災
対
策
の
重
要
性

が
認
め
ら
れ
平
成
９
年
度
に
策

定
さ
れ
た
全
体
計
画
に
基
づ
き

継
続
的
に
砂
防
ダ
ム
及
び
床
固

工
な
ど
の
工
事
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
平
成
　
年
度
ま
で
に
砂
防
ダ

２１

ム
　
基
、
床
固
工
　
基
が
完
成

１４

３４

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
総
事

業
費
は
、　

億
９
千
　
万
円
と

３２

４２

な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
平
成
　
年
度
の

２１

繰
越
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

床
固
工
３
基
の
設
置
工
事
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
を

も
っ
て
一
応
の
工
事
が
終
了
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
順
調
に
、
こ
の
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
全
国
的
に
気
象

状
況
の
変
化
等
か
ら
集
中
豪
雨

に
よ
る
自
然
災
害
等
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
危
険
箇
所
の

点
検
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避

難
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

総
務
経
済
・
民
生
文
教

常
任
委
員
会
合
同
所
管

事
務
調
査
　
　
　
　
　

◎
承
　
認

◎
補
正
予
算

◎
そ
の
他

第第
４４
回回
臨臨
時時
会会
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次の定例会は、１２月上旬に開催される予定です。
～傍聴手続きは簡単です。～

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所と氏名を記入するだけです。　


